
北海道教育委員会における
「高度な医療的ケアに対応した
校内支援体制充実事業」の取組

北海道教育委員会

資料２
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北海道教育委員会
・指導医・学校との連絡・調整
・モデル校の支援
・③－１看護師向け研修会の開催
・④「医療的ケアハンドブック」作成会議の開催
・事業の計画・評価（モデル校に対する意識調査の実施等）

③ 高度医ケアに関する研修会

② 高度医ケア児支援体制
検討会議

① 指導医によるモデル校
への巡回相談

○ 医療的ケアに精通した指導医による巡回指導や助言等を通して、人工呼吸器の管理等の高度な医療的ケア（以下「高
度医ケア」という。）が必要な児童生徒（以下「高度医ケア児」という。）に対する校内支援体制の充実を図る。

【事業名】高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業
（学校における高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業）

④ 医療的ケアハンドブックの改訂
・高度医ケアへの対応
・法令等の変更に伴う改訂 等

１ 全道の看護師向け研修会
（１日日程）

２ モデル校職員を対象とし
た研修会（90分程度）

文部科学省「医療的ケアテ
キスト（改訂版）」に関す
る協議会（仮）、小児神経
学会における人工呼吸器の
登校に関するガイドライン
の検討状況と連動

校内委員会

＋
医療機関 消防署 等

地域の関係機関

モデル校

○ 帯広養護学校

指導医

モデル校

○ 札幌養護学校
共栄分校

モデル校

○ 拓北養護学校

成果の提供
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モデル校

拓北養護学校
児童生徒数：124名

医療的ケア児：30名（28名）

札幌養護学校共栄分校
児童生徒数：24名

医療的ケア児：11名（７名）

帯広養護学校
児童生徒数：209名

医療的ケア児：16名（11名）

※平成29年11月24日現在 （）内は通学生
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モデル校

拓北養護学校

札幌養護学校
共栄分校

帯広養護学校

札幌駅～帯広駅
：約2時間半

新幹線なら・・・
東京～新大阪
東京～盛岡
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高度な医療的ケア等に対応するための意識調査

○ 実施時期

平成29年６月

○ 対象

モデル校である特別支援学校３校の教職員

・管理職・教員 240名
・看護師 14名

○ 調査用紙によるアンケート形式
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名称から行為の内容をイメージできるか
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肢体不自由教育の経験「有」【イメージできる】

肢体不自由教育の経験「有」【回答者全体】

N=254

全教職員の基本的
な知識の向上を目
指した研修
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体制整備に特に必要な内容
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看護師配置の充実

基本的な対応に関する

校内の理解

緊急時の対応に関する

校内の理解

保護者との連絡体制

専門医との連携

その他

看護師(n=14) 教育職(n=240)

(%)

看護師を中心とした
体制づくりと
看護師のバックアップ
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巡回相談について

○ 趣旨

モデル校に対して指導医を派遣し、高度な
医療的ケアを必要とする児童生徒等の理解や
対応について指導医が助言することにより、
校内支援体制の充実を図る。

○ 実施時期・回数

平成29年７月～平成30年２月 各校３回

8



○ 気管カニューレの事故抜去等の緊急時対応

巡回相談における主な検討事項

Ｂ校・Ｃ校

○ 通学中や校外での学習中など、校外における

安全体制の整備

Ｃ校

○ 保護者負担の軽減に向けた、校内体制の整備

・医療機関との連携

・看護師の負担と不安の軽減

Ａ校
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「医療的ケア実施のためのハンドブック（改訂版）」
項目案

はじめに
ハンドブックの活用について

第１章 学校における医療的ケアの実施体制
１ 学校で行う医療的ケアの意義と内容
２ 本道の医療的ケア実施体制
３ 医療的ケアが必要な幼児児童生徒の受入れの検討
４ 各学校における医療的ケアの実施体制の整備
５ 校外における医療的ケアの実施体制の整備
６ 医療的ケアに関する研修の実施体制
７ 医療的ケアの実施手順と手続
８ 救急処置の考え方とその対応
９ 緊急時の救急体制の整備
10 健康観察のポイント
11 教室環境の整備
12 看護師と養護教諭との連携・協力
13 医療的ケアと教育課程の編成

第２章 医療的ケアの必要な子どもへの対応
第３章 資料編 10



校内委員会における検討

３ 医療的ケアが必要な幼児児童生徒の受入れの検討

医療的ケアが必要な幼児児童生徒の転入学の希望

特定行為
特定行為以外の
高度な医療的ケア

受入れに向けた情報収集と整理

学校における
対応歴あり

学校における
対応歴なし

過去歴に基づいた検討
医師・道教委の助言

医師からの助言
道教委における検討

○ 通学の形態（通学か・訪問教育か）
○ 保護者の付添いの有無（期間、時間帯等）

保護者との合意形成

道医ケア実施要項に
沿った検討
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教育相談における保護者向けリーフレット
未定稿
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４ 各学校における医療的ケアの実施体制の整備

○ 医療的ケアが必要な児童生徒等が、安全な環境で学習できる、日
常的な校内体制の整備についての検討

○ 緊急時に適切に対応できる、校内体制についての検討

○ 看護師等の専門性の向上を図るための研修の実施体制

○ 全教職員の医療的ケアに関する基本的な知識の習得を目指した研
修の実施体制

５ 校外における医療的ケアの実施体制の整備

○ 校地外における学習活動時の医療的ケア実施体制

○ 宿泊を伴う学習における医療的ケア実施体制

６ 医療的ケアに関する研修の実施体制
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新任・転入者向けの研修資料の開発
未定稿
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成果と課題

【成果】

○ モデル校と指導医、道教委の医療的ケアに係る現状と

課題の共有

【課題】

○ 広域・分散型である本道の状況に応じた、高度な医療

的ケアに対応した校内支援体制の在り方及び、判断基

準についての検討

○ 本人・保護者、学校が安心して教育活動に臨めるため

の、心理面への支援についての検討

○ 事業成果の理解啓発の手立ての検討
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③ 高度医ケアに関する研修会

① 指導医によるモデル校及び要請校への巡回相談

○ 医療的ケアに精通した指導医による巡回指導や助言等を通して、人工呼吸器の管理等の高度な医療的ケア（以下「高
度医ケア」という。）など、特定行為以外の医療的ケアが必要な児童生徒（以下「高度医ケア児」という。）が安全に
充実した学校生活を送ることのできる校内支援体制の充実を図る。

【事業名】高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業
（学校における高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業）

④ 医療的ケアハンドブックの改訂
（医療的ケアハンドブック(改訂版）作成会議）

・高度医ケアへの対応
・法令等の変更に伴う改訂 等

１ 全道の看護師・教員向け研修会
・道内で学校における医療的ケアにかかわっている
看護師及び教員等を対象とした研修（１日日程）

２ モデル校職員を対象とした研修会
・モデル校に在籍する高度医ケア児に対する校内支
援体制充実に向けた研修（90分）

文部科学省「学校における
医療的ケア実施に関する検
討会議」における検討事項
との連動

② 高度医ケア児支援体
制
検討会議校内委員会

＋ 医療機関 消防署
等

地域の関係機関

指導医
（医療法人稲生会）
・①の実施
・②における助言
・③における講師
・④への参加

モデル校
○ 札幌養護学校共栄分校、拓北養護学校、
帯広養護学校）
・①、②、③-2の実施
・④への構成員の派遣

巡回相談要請校
○ 高度医ケア児の通学にかかわっ
て、体制整備が必要な特別支援学校

・①、③-2の実施

未定稿

北海道教育委員会
事業の推進主体
・③－１看護師・教員向け研修会の開催
・④「医療的ケア実施のためのハンドブック(改訂版）」
作成会議の開催

・意識調査の実施
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